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一般照明器具を用いた新しい位置情報転送方式
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1.はじめに

ビルや地下街での位置情報提供手段としては

電波や赤外線を用いた方式が試みられているが,

それらを広範囲に普及させるためにはさらに安

価で衝便な設定方法の検討が不可欠である.

そこで我々は,一般照明器具の蛍光灯や電球に

着目し,これを同時に光情報発信源としても利

用できる新しい方法を考案した.

2.日的

照明器具を用いた情報転送方法の可能性を検

討するために,光情報送信部ならびに受信部を

試作する.次に屋内位置案内をE的に,音声案

内用データベースに対し主キーとして選択する

緯度・経度・高度データをシリアル信号により

送信するための基本動作を確認する.

3.方法

光情報送信部にはインバータ式10W蛍光灯

を使用し,その点灯周波数を制御することによ

り信号波を重畳させる.具体的には,定電流プ

ッシュプル回路で構成される蛍光灯用インバー

タ回路の基本発振周波数(25KHz)に対し別途作

成した制御回路を取り付ける.次にこの制御回

路において信号波に対応した周波数変調を行う

ことにより入力シリアル信号のデジタル値に対

する25KHzと19KHzの点灯波形を作成する.

図1入力波形(上段)と周波数変調波形(下段)

(1200bps, 25KHz-19KHz変調)
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受信回路では,実用性を考慮して市販のリモ

コン用波形整形回路内蔵型光センサ(シャー

プ:ISIU60)を使用する.次に,蛍光灯と光

センサの間隔を約50cmとしパーソナルコンピ

ュータ(以下, PC)からのキー入力によるデータ

送受信動作の確認を行う.

4.結果

図1に　PC　のシリアル信号出力端子

(RS232C)からの入力波形( "a" 61H)に

対するFM変調された点灯用インバータ発振波

形を示す.図1上段の入力信号において,ハイ

レベル入力に対し19KHz、ローレベル入力に対

し25KHzの波形がそれぞれ観察された.次に,

同様の入力波形に対する受信部光センサ出力波

形を示す. PCからの転送レートを1200bpsと

した場合,受信側において対応する負論理出力

が確認され,さらにこれを反転・レベル変換後

に他のPCに入力することにより,正確に"a"

の文字が表示されることを確認した.

5.まとめ

本方式は既設の照明器具に若干の変更を加え

るのみで情報送出が可能であることから,新た

な発信部用電源や設置場所の確保といった従来

の送信装置の欠点を解決し,さらに位置情報の

応用範囲を格段に広げることが可能と考える.
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図2　入力波形(上段)と光センサ出力波形(下段)
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